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1 ．は じめに

　 パ ー ソ ナ ル カ ラ
ー

分析で は，肌，瞳，髪の 色 顔

立ち，さらに ， 性格や 人柄 とい っ たそ の 人 をよ りよ

くみせ るため の パ ー ソ ナ リテ ィ ま で を含め て総合的

に 「似合 う」 色の 傾 向を診断す る［1−4］。

　 本研究は，診断の 評価構造を明 らか にするこ とを

最終の 目的 として い るが，評価条件を整理す るた め

に，本報で は ， 肌色に対する色布の 対比効果お よび

色布 か らの 反射光の 影響を明 らか にす る ， こ こ で，

単なる色同士の 色彩調和を検討す るの で あれ ば色票

を使 うこ とも考え られ るが ，ヒ トは視対象を顔と認

知 した ときに色布 との 間に 「似合 う」 と い う評価 が

しやすくなる こ とか ら ， 肌色 の み を変化 させ た 4 体

の マ ネキ ンー 顔 として認知 させ る と ともに，顔立

ちや 瞳， 髪 の 色な ど
「

似合 う」 の 評価に影響 を与え

る と思われる肌色以外 の 要因 を同
一

にす る こ とが で

き る一 を評価対象と して実験を行 っ た。肌色 の み

を変化 させ る実験手段 として ，同
．t
人物に数種 の フ

ァ ン デーシ ョ ン を塗布する方法や，顔を画像 として

取 り込ん で 色変換す る方法があるが ［5］，マ ネキ ン を

川 い る方法は ， 肌 色 を 自由に変え るこ とが で きる，

実空 間で の 評価が で きる ， 追実験が 容易で ある，と

い う利点 が ある u

図 1　 マ ネキン と色布
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2 ．実験概要

　実験は大学の 講義室にお い て 実施 した 。 照明条件

は ，間接昼光 と人 工太陽照明灯 （セ リッ ク仕 SOLAX
XC −100A）の 併用で ，評価対象で あ る マ ネキ ン の 顔

面照度は 1100　iX，相 関色温度 5360　K で ある （色彩

照度計 コ ニ カ ミノ ル タ CL・200 にて測定）e
マ ネキ ン

（図 1
， 七彩製，等身大女性 マ ネキ ン ，FRP に塗装

を施 した もの ）は肌 色以外は す べ て 同 じ色，サ イ ズ ，

形状 を して お り，青み よ りで 高明度の 肌色の マ ネ キ

ン A ，青み よ りで 低明度 の B ，黄み よ り で 高明度の

C
， 黄み よ りで 低明度の D の 4 体で あ る （表 1 ）。

観測者 は 20〜34 才学生 の 26 名 （女性 21名，男性

5 名 ）， 観測距離は 5m 未満 で ある 。

表 1　 各マ ネキ ン の肌色 と髪色の測色値
マ ネキ ン A

マ ネキ ン B

マ ネキ ン C

マ ネキ ン D

髪 （カ ツ ラ）

4．9YR 　8．013．0

5．5YR 　6．413，1

8，IYR 　7．2！2．0

8．IYR 　6．6／3．5

9．4YR 　2，3／1．4
密

頬や額な ど顔 面 15 点 の 平均。髪は 4 体 に 共 通。

接触型 分 光 測 色 計 ミ ノ ル タ CM ・1000 に て 測定。

　　 評 価用 色 布 は ， 研 彩館 イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル

　SCOTDIC 色票，20cm × 50cm の 綿布を （生地 が薄

　 くて裏移 りす るの で ）2 部重ねた もの を 1 枚 と した。

　 マ ン セ ル 基本色相 5R，5Y，5G ，
5B

，
5P をそ れぞれ rll心

　 の 色 とし，これ に色相 を 5 単位増減させ た 2 色を加

　 えた色布 3枚を 1組 と し た （例 えば，R 色相は，10RP

　 と 5R と 10R で 1 組）。 こ れ ら 3 枚 1 組の 色布を ，

　各基本色相 ご とに高明度／低彩度，中明度／高彩度，

　低明度／低彩度の 3 パ ター ン に つ い て用意 した 、t こ

　 の 5 基本色相 3 パ ターン の 3 枚 1組 の 色布 15 組 に ，

　 5 色相 の 中で最 も彩度の 高い い わ ゆ る原色 5 枚 1 組

　 と無彩色 4 枚 1 組 を加えた 17組 計 54 枚を実験に使

　 用 した。

　　実験の 手順 は，実験者が マ ネ キ ン の 胸元 に 1 組 の

　 LB 「一一一一
N 工丁
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色布 を束ねた もの をあてて，
一
枚ず つ め くりなが ら

肌色の 見えの 変化を観測者に確認 させ ，
1組 の 色布

の なか で どの 色が マ ネキ ン に似合 っ て い るか
， 順位

を回答す るよ うに指示 した 。
これ を， 4 体 の マ ネキ

ン につ い て実施 した。なお ，マ ネキ ン 間の 比較にな

らない よ うに ，観測者に はマ ネキ ン 4 体の 肌 色に 関

す る情報は与えず，また ， 実験におい て マ ネキ ン は

1 体ずつ 提示 し，観測者が マ ネキン を見比 べ て 評価

する こ との な い よ うに した。

　また ， 色布か らの 反射光 によ っ て測色値 と して肌

色 が どう変化す るか を調べ るために，色布 を当て た

ときの 各 マ ネキ ン の 頬を非接触型分光放射輝度計で

測色 した。

3 ．結果および考察

　マ ネキン 4 体に つ い て ， 3枚 1 組 の 色布の 中で
一一

番似合 う色の 回答結果を表 2 に示 す 。
3 枚 1組の 色

布の うち，基本色相の 色布を 「中央」，Y 方向に色相

をず らしたもの を 「黄み」，B 方向にず らした もの を

「青み J とし ，
5 色相 3 パ タ

ー
ン の 15 組 に対す る

回答を集計 し た結果で ある 、 なお ，Y 色相 の 色布 は，

IOYR と 5Y と 10Y の 組み合わせ で あるが ，
10YR

を 「黄み 」，
10Y を 「青み 」 として集計 した。

表 2　各マ ネキン に
一

番似合 う色の 回答数

　　　　　　 「青み」　　 「中央」　　 「黄み 1

今回実験に使用 したマ ネキン A ，B の 肌色 5YR が平

均的な肌色［51と比 べ て ， 青みよ りで なか っ た こ とが

1 つ の 原因 と して 考え られ る。

　つ ぎに ， 色布か らの 反射光に よ る マ ネキ ン の 肌 の

色の 変化の 測定結果を しめす 。 図 2 に マ ネキン A の

胸元 に 54 枚 の 色布 を当て た ときの 頬中央 の L＊
の 変

化 をしめす 。 色布 の Ldeが大きく変動 して も頬は ほ と

ん ど変化 して い ない 。他の マ ネキ ン に つ い て も同様

に反射光による肌色の 変化は小 さい 。 よ っ て ， 似合

う色の 差異は，反射光に よる測色値と して の 変化か

らでは な く，対比効果 な どの 毛観的 ，
心 理的な効果

と考え られ る 。 だた し
， 本来 ヒ トの 皮膚は透明 度 の

高い複雑な構造をも っ て い るが ，それに対 して 本実

験で使用 し た マ ネキ ン の 肌は マ ッ ト塗装されたもの

で あ り，色布 の 反射光 （映 り込 み ）の 影響が出に く

い とい うこ とが 考え られ る。

　80

廴＊

マ ネキ ン A 　　116

マ ネキ ン B 　　134

マ ネキ ン C 　　107

マ ネキン D 　 　107
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図 2　色布か らの 反射光に よる頬の 色の 変化

マ ネキ ン A の 場 合，分 光 放射輝度計 Photo　Research

PR・650 に て 測定

史

観測 者 26 名 の 総 回 答数。一
部未回 答 あ り。

　マ ネキ ン A ， B に つ い て は，「青み」 「中央」 「黄み 」

で有意な差は見 られない が ，マ ネキ ン C ，D に つ い

て は ，
「青み」の色 が似合 うとい う同答が有意に少 な

い （x2 乗検定にて ，マ ネキ ン C は有意水準 O．05，

マ ネキ ン D は 0．10 でそ れ ぞれ 有意）。

　パ ーソ ナ ル カ ラ
ー分析で は，肌色 と似合 う色 と の

関係 に関 して，黄み よりの 肌に は各色相 の 黄み よ り

の 色 が似合い ，青み よ りの 肌 に は，各色相の 青み よ

りの 色が似合 う， とされて い る ［3 ，
4］が，今回 の 評価

結果か らも，黄み よ りの肌色を した マ ネキ ン C ，
D

に つ い て ，
「青み 」 よりの 色に比 べ て ，

「中央」や 「黄

み 」 よ りの 色 の 方が似合 う傾向が見 られる。青み よ

りの 肌 色の マ ネキ ン A ，B に つ い て は ， 似合 う色 の

傾向に つ い て有意な差が 見られなか っ た。こ れは，

一 ］ 9

　以上，肌色 の みが 異なるマ ネキ ン 4 体に つ いて似

合 う色の 評価実験 を行 っ た結果，黄み よ りの 肌に は ，

黄み よ りの 色が似合 う傾 向が見 られた 。 しか し ， そ

の 傾向は弱 く ， 似合 う色を決め る要因 と して は，肌

色以外の 影響 も無視 で きない と考え られ る。
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